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Characteristics　of 　a　Mureka−Forming　Enzyme 　and 　Conditions　of 　lts　Production

　　　　　　　　　　　　　by　Molds　Used 　for　Making 　KOji†

　 AK ：RA 　NIsHIMu 貼 ，
＊ MoToKo 　TAKEucHI ，　TAIcAFuMI　KuBoDERA ，

　ToRu 　MoToYosHI
，
　 and 　KYolcHI

　 KONDO （Hakutsuru　Sake　Brewing　Co・，　Lid・，4−5−∬ umi 　oshiminam ガ・ma ‘んξ，　Higashinada・ku，　Kobe．　H ）ogo

　 658）Seibutsu−kogaku　74 ： 91−96，1996 ．

　　　 ルfureka　is　an 　unpleasant 　smeU 　that 　develops　in　no ロ
・
pasteurized 　sake 　and 　which 　is　composed 　of

　 i−valeraldehyde （i−Va1），
　 ethyl 　i−valerate 　 and 　l

，
1−diethoxy−3−methylbutane ．　 The　main 　component ，

　 i−Va1 ，　is　prDduced 　by　an 　enz アmatic 　reactien 　With ゴーamyhlcoho1 （i−AmOH ）．　 A　mureka −fbm丘ng 　enzyme

　 was 　puri丘ed 　appmximately 　32−fold　by　column 　chromatography 　on 　DEAE ・Sepharose　and 　Pheny1−

　 Sepharosc，　and 　ge1五1tration　on 　Sephadex　G −100．　 The 　enzyme 　showed 　high　activity 　with 　i−AmOH ，

　 The 　enzyme 　activity 　was 　inhibited　by　antioxidants 　and 　heavy　meta 工ions　such 　as　Co2 ＋
and 　Hg2 ＋ ，but

　 not 　by　EDTA 　 and 　 o・phenanthroline．　The 　 enzyme 　 was 　presumed 　to　be　 a　ncw 　alcohol 　 oxidase ，

　 Changes　in　the 　activity 　of 　the　enzyme 　under 　various 　conditions 　were 　measured ，　 The　results 　8howed

　 that 　the　fbrmation　of 　mureka （i−Va1）depended　on 　the 　species 　of 　mold 　used 　for　making 　the 切 ゴ．　 Also

　 the　activity 　was 　observed 　to　be　higher　under 　anaerobic 　than 　under 　aerobic 　conditiDns ，

［Key 　w ・ rd5 ： sake ，彫 嘛 α，　i・v 田 eraldehyde ，砌月

　清酒 市 場 に お い て，新鮮な 香味 を訴求点 とす る生 酒，

生貯蔵酒 は い ま や清酒 の 定番商品 と し て 定着 して い

る．生酒 は 火入 れ 処 理 を 行 っ て い ない た め に 各種酵素

の 活性 が残存 して お り，常温 で 保存す る と成分の 変化

が起 きる ，こ の 変化は 現状 で は 限外 ろ過処 理 な どに よ

り酵素活性を除外もしくは 減少させ る こ とな くして は

避 け られ な い ．1−3）そ の よ うな成分変化 の うち 「ム レ

香」 と呼ばれ る劣化臭が 発生す る と，生酒 と して の 商

品価値が 著 し く低下す る．著者 らは こ の 「ム レ 香」 の

研究 を進 め て お り，「ム レ 香」 成分 の 同定 とそ の 定量

方法，．）「ム レ 香」 物質の 官能評価 5）お よびそ の 生成機

構
fi）に つ い て す で に 報告 した ．

　す な わ ち ， 「ム レ 香」 は 掬 aleraldehyde （i−Val），　ethyl

† 清酒 の 「ム レ 香」に 関す る 研究 （第 5報），

　Studies　on 　Mureka　of 　sake （V ）．
＊

連絡先，C 。 ・ … p 。 nding 　auth 。・．

i−valerate ，1，1−dieth。 xy −3−methylbutane の 3 物 質 の 複

合香 で あ り，官能的 に 「ム レ 香 」 の 主体をなす物質は

i・valで ある こ とを 明 らか に した．生酒を 20°C で 20日

間保存す る と，「ム レ 香 」 の 主 体で あ る i−val は 清 酒

中 の 閾値 （1．8ppm ）に 達 し，官能的 に も不 快臭 と して

識別 される．こ の i−Val は 清酒中 に 100〜200　ppm 含

まれ る 7）i・amylalcohol （i・AmOH ）を前駆体 と し た 酵素

反 応 に よ り生 成 され る ．

　本報 で は ， 「ム レ 香 」 の 主 体をなす i−val を生成す

る酵素 （「ム レ 香 」 生 成 酵素）の 精製を 試 み ，そ の 性

質と酵素生成条件 に つ い て 検討 した の で 報告 す る．

実 験 方 法

　試料の調製　　「ム レ 香」 酵素 の 由来 を 検討す る た

め清酒醸造 に 使わ れ て い る微生物 の 試料を調製 した．

酵 N は 醪 中 よ り分離 し た 菌体 の 細胞 抽 出液 を i一

N 工工
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i−val　analysis 　bア HS −GC

　　　　GC 　eondition： syst ¢ 叫 HP5890 ・i9395A ；column
，
501n　x 　O．35　rnm φ　Ultra　2（HP ）cap 皿1aワ

　　　　coiumn ；colu繊 te切 p．，40
° C （13min 　hold）to　220°C　at　5°C ！min 　w 三th　He 且ow 　1．7m1 ！min ；

　　　　injection　temp ．，1200C ；det¢ ctor　t¢ mp ．，2500C ；LS ．，3−Peritanol．

　　　　Sa【皿ple　conditiens ： heating　temp ．，900C ；heating　tim ¢
，
30　min ．

Fig・L 　SCheme　fbr　measuring 　activity　ef 　salce・mak 三ng 　organisms ．

ArrsOH を含 む コ ハ ク 酸経衡液 （pH 些．5，50 琺 M ）に 添

加 し，生成す る Wal 量を HS 。GC 分析 に て 測定 した ．

また麹菌は麹よ り単離した菌を 用い 無菌的に 再び 麹 を

造 り， そ の 麹を i−AmOH を含む コ ハク酸緩衝液に 添

加 し生成す る f・Val 量 を HS −GC 分析に て 測定 した ．

その 試料調製 フ ロ ーを Fig，1に 示 した ．

　粗酵素液の調製　　酵素 の 精製を行 うために 粗酵素

液を調製した ．既報響｝に 従い 原酒を約 300倍に 濃縮 し

た 活性 区分 を リ ン 酸緩衝液 （pH 　6．5
，
50　mM ）で 透析

後 ， 限外ろ過処理に て濃縮 し粗酵素試料 とした ，

　精製ス テ ッ プ 　 DEAE −Sopharose，　 Phcnyl−Scpha・

rose カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ a
一お よ び Sephadex　G ・

100 に よ る ゲ ル ろ過に て酵素の 精製を行 っ た ．

　酵繁活性測定方法　　厂ム レ香」生成酵素の 活性は ，

前報nyに 従 っ て LPBV 法に て 測定 した、

　製麹方法　　原らの 方法9｝に従い
， 殺菌した a 化米

50g に 胞子を 10s個Xgとな る よ うに接種 し，製麹装置

に 入 れ 35°C 一
定 で 45時闇製麹を行 っ た ．

　製麹装置　　伊藤の 装置
101 を 参考 に しな が ら ， 約

100g の麹を製麹で きる 装置 を 作製 した ．そ の 装置図

B

Fig．2．　Appa 鳳 tus 　fbr　makillg 吻ぜ，　 A ，　gas　cy1 洫der；B，
　　 va ユve ；Cp　hu面 difiers；D ，　culture 　vessel ．

を Fig．2に示 す．酸素濃度を調整した 気体 （窒素 ， 酸

素混合気体）を 加湿した後，一定温度に 設定した 培養

槽に 導入 し製麹 した．

　供試瞳株　　国税庁醸造試験所よ り分譲を受け た

AsPergitlttS　erytae 　RIB23
，
　RIB40

，
　RIB128 株お よ び 当社

で単離しfo　AsPergiUus　eryzae 　HO −1 株 ， 盃 ρ鰓 昭 四 勧 α
一

chii　HK ・1 株，　 AsPergiUus　tuchuensis　mut ．　kObtmchii　HL −1株

を使用 した ．

　麹菌体量 の 測定　　五 味 ら の 方法 tl）を 改変し て ，

麹菌体量を測定した ．すなわち，麹菌細胞壁溶解酵素

と して OerskOvia由来 の 溶解酵素の か わ り“C 　Trichademza

加 痂 躍   由来 の 溶解酵素 （Sigrna社製 ：Lot　No ．　L2265 ）

を使用 した ．

　酵素力価測定法　　麹 の α一ア ミ ラ
ーゼ ，グル コ ア

ミ ラーゼ ，酸性 プ ロ テ ア ーゼ
t 酸性 カ ル ボ キ シ ベ ブ チ

ダ ーゼ の 酵素力価 は ，国税庁所定分析法注解12）に 従

っ て測定した ．

　麹の i−val生成能 の 測定 　　基質 と し て i−AmOH

（1，
000　ppm ）を含む コ ハ ク 酸緩衝 液 （pH ＋，5

，
50　mM

，

Ampicilin　100γ）te　ml に 麹 を 6g 添 加 し，30 °C で 2

日間反応 させ た後，生成 した i・valを HS −GC に て測

定 した ．i・val 生成能は，時間あた り， 菌体量あ た り

の i−val生成量 （pmoUmg ／d）で 示 した．

　製 麹 時に お け る 麹 の i・val 生 成量 の 測 定 　 i・

ArnOH 　e 含 ま な い コ ハ ク 酸緩衝液 （pH 　4．5，50　mM
，

AmpicMin 　100　r）10π U に 麹 を 6g 添加 ， 5°C で 黔 時間

抽出した 後 ， 緩衝液中に 抽出された i−Va1 を HS −GC

に て測定した ．
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Table　 1．　Fennation　of　i−Va1　by　yeast　and 　mold ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 i−va1　formationi−AmOH 　addition
　　　　　　　　　　　（ppm ）

Centrols
．cerevisiae

・4．orJzae

十

十

十

0．OO

．00

．00

，01
，9

　レAmOHwas 　added 　at　1，000　ppm ．　 The　i・Val　concen −

tratioll　was 　nleasured 　after 　storage 　for　30　d　at　250G ．

書：：：　　　　　　　
1『°

li：： ：：：・
　篝

1・5　 　 0．42
　丑 1、o　 　 　

z

　8　　 　 。2

最
゜・5

　 　 0．O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O，O
　 　 　 O　　 10　　 20　　 30　　 40　　 50　　 6D　　 70　　 eo

　　　　　　 Fraotion　No、　（50ml／tube）

Fig．3．　 DEAE ・Sepharose　 column 　chromatogram 　 of

　　脳 廊 ・forming　enzyme ．

実験結果および考察

　「ム レ 香」 生成酵素 の 由来　　「ム レ 香 」 生 成酵素が

清酒醸造に 関与 して い る 微生物，
つ ま り清酒酵母 と麹

の い ずれ に 由来す る か を検討した ，そ の 結果を Table

1に 示 す．醪 か ら分離し た 酵 母 は TTC 染色，βア ラ

ニ ソ 要求性 ，泡無 し などの 性質に よ り協会 K ・701 酵

母 と確認 した ．こ の 分離 した 酵母 の 細胞抽出液を添加

し た 系 で et　i−val は 生成 し な い が，麹 を 添加 し た 系で

は i−va1 の 生成が認め られ，ゴーVa1 生成酵素が麹菌由来

で あるこ とが 明らか に な っ た ，

　「ム レ香」 生成酵素の 部分精製

　1）　DEAE −Sepharoseカ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

粗酵素液を 用 い ，DEAE −Sephareseカ ラ ム ク ロ マ ト グ

ラ フ ィ
ー

（5cm × 30　cm ）を行 っ た．溶出にUt 　O〜O，5M

NaCl 濃度勾配 を 用 い た ．そ の 溶出結果 を Fig．3 に 示

す．「ム レ 香 」 生成酵素活性 は 矢印 で 示 した ピ ーク

（0．18MNaCl 付近）の み に 存在 した ．こ の 画 分 を ア

ミ コ ン 社製 限 外 ろ過 膜 （分画 分子 量 20，000）を 用 い て

濃縮後， リ ン 酸緩衝液 （pH 　6．5
，
50　mM ）に 対 し 透析を

行 っ た．

　2） Ph ∈nyl ・Sepharose カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ a
−

DEAE −Sepharose カ ラ ム ク ロ マ b グ ラ 7
イ
ー

で 得 られ

た活性画分を ， 1．7M （NH4）2SO4 を含む リン 酸緩衝液

（pH6 ．5，50　mM ）で 平衡化 した カ ラ ム に 注入 した ．非

吸 着区分を溶出 させ た後，1．7〜OM （NH “）2Sq 濃度

勾配 を 用 い て 溶 出 した ．そ の 結果，「ム レ 香 」生成酵

素活性は （NH ，）2SOJ ．1M 付近に溶出 した ピーク に認

め られた．

　3） Sephadex　G ・100 に よ る ゲ ル ろ 過 　 Phenyl・

Sephar。 sc カ ラ ム ク ロ マ b グ ラ フ
ィ
ー

で 得た活性画分

を脱塩 ，濃縮後 ，Sephadex　G ・100（2．5cm 　x 　75　cm ）に

よ る ゲ ル ろ過を行 っ た ．

　以上 の 精製操作 の 過程を Table　2 に まとめ て 示 し

た ．また ， SDS−PAGE に て酵素の 精製度合 を確認し

た が，主要な 濃い パ ン ドの 他 に ，非常に 薄い 夾雑パ ソ

ドが 1 本認め られ ，収率4．2％で 32倍 の 部分精製で あ

っ た ．

　 「ム レ香」 生成酵素 の 諸性質

　1） 金属，薬剤 の 影響　　各種金属塩 （1mM ）の 存

在下 で酵素活性を測定 し ， 金属 イ オ ン の 影響を検討し

た 結果を Table　3 に 示 した ．活性を増加 させ る金属 イ

オ ン は 見 られ な か っ た ．一
方，Ce2 ＋

お よ び Hg2 ＋
イ

オ ン に よ り活性 は ほ とん ど阻害 され た．ま た，Ag2 ＋ ，

Cu2 ＋ イ オ ン に より約60％ の 活｛生が 阻害された ．

　次に ，各種阻害剤 が 活性に 与え る影響を検討 した ．

そ の 結果 を Table　4 に 示 す．ア ス コ ル ビ ソ 酸，イ ソ ア

ス コ ル ビ ン 酸 ，
メ タ重亜硫酸カ リウ ム の酸化防止剤に

よ り完全 に 活性 は 阻害され，重亜硫酸 ナ ト リ ウ ム に よ

Table　2．　Pu τification　of　the　enzyme ．

Pu  fication　step

TotaIpreteln

（mg ）

TotalacnVlty

（u ）

Sp
『

cific 　　　Yield
actlVlty

（mU ／mg ）　　　（％）

Puri 丘cation

　 （fold）

DialysisDEAE
−Sepharose

Phenyl−Sepharose

Sephadex　G −100

2，590

　 248

　 148

　 　3．4

0，590
，170

．110

．025

0，230
．690

．747

．35

10028

，818

．6

　4．2

OO

り
ら

0

133

　

2

　

　

　

3
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Table　3，　Effects　of 　inorga皿 ic　salts 　on 　enzy 皿 e　activity ．
Table　5，　Substrate　specificity 　of 　th¢ enzyme ．

Metahon ＊ Relative　actiVity
　　 （％） Substrate＊

Relative 　aCtivity

　　 （％）

NoneCuGl2Lic

ユ

AgNO3MgCl

！

CaC12CoCl2CuSOtZnSO4CdCl2HgC12FeCls

005797065604099489

　

399

　

9

1

＊ The 　concentration 　of 　each 　ion　 was 　1　 mM ．

り50％活性が阻害 された．一方，o一フ ェ ナ ソ ト ロ リ ン ，

EDTA の キ レ ー
ト剤 や DTNB ，　PCMB の SH 酵素阻害

剤 で 阻害効果 が認 め られ なか っ た ．

　以上 の結果お よび清酒中の溶存酸素濃度を低くする

こ とに よ り i−va1 の 生成が抑制 され る こ と1s）か ら，本

酵素は ア ル コ ール デ ヒ ド ロ ゲ ナ ーゼ で は な くア ル コ ー

ル オ キ シ ダーゼ だと考え られ る．

　2） 基質特異性　　炭素数 C1〜C6 の 直鎖 ある い は

分枝 ア ル コ ール に 対す る 基質特異性 を検討した．そ の

結果を Table5に 示 した ，　 i−AmOH に 対 し て も っ とも

強い 反応性を示 し ， こ の 時の 相対活性を 100％と し て

Methanol

EthanQl1

−Propano1

2−Propanol

1・BUtanol

i−Butanol

tert・Butanol

n
−Amylalcoho1

ガーAmy 監alcoho1

翩 一Amylalcoho1

π
・Hexanol

Glycerol1

，
4rButanediol

Phenol

28314428002000　

　

122458043

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

Table　4．　 Effects　of 　reagents 　Dn 　enzyme 　activity ．

Relative　．activity
　　 （％）

＊ The　concentration 　ofeach 　substrate 　was 　1，000　ppm 、

R ・agent
＊

NoncAscorbic

　acid

i−Ascoτbic　add

Cystein2

−Mercaptoethanol

Potassium皿 etabisulfate

Sodium　bisulfite
O・PhenaTithroline

EDTASodium

　diethyldithiocarbamate
Sodium 　dodecyl　sulfate

DTNBPCMB

00087085315950
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4990799

1
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

1

＊ The　concentration 　of 　each 　reagent 　was 　l　mM ．

表わ した ．

　炭素数 C5 に もっ と も強い 反応性を示 し ， 炭素数 が

少な くな る に 従い 反応性 が低 くな っ た ．また ， 直鎖 ア

ル コ ール よ り分枝 ア ル コ ール に 強 い 反 応 性 を 示 した．

　こ の よ うな性質 の 酵素 は今まで に 知 られ てお らず，

本酵素 は 新 しい タ イ プ の ア ル コ
ー

ル オ キ シ ダーゼ と考

えられ る ．

　「厶 レ香」 酵素生成 の諸条件

　1） 麹菌株間の 差　　 「ム レ 香」 生成酵素 は 麹菌由

来で あ る．そ こ で ，麹菌 の 種類 に よ り 一val 生成能 に

差 が 認 め られ る か を 検討 した．A ．・rltae の 標準株 とし

て RIB23，40，128株．当社で分離 した　 A ．　orvzae 　HO −1

株，焼酎麹 と し て A ．kawachii　HK ・1 株，　 A ．　iuchuensis

mut ．　kaω achii 　HL −1 株を 用 い て 麹 を 調製後 ， 各菌株 の

i・Va1 生成能を測定 した．そ の 結果を Table　6 に 示す．

　村上 ｝t ，　A．・ryzae　RIB23 株を嫌気的生育株 （発酵型），

RIB40 株 を 好気的生育型 （呼吸型），　 RIB128 株を 中

間 型 に 分類し，好気的生育型株は 嫌気的生育株 に 比べ

一
般 に強い 酸化酵素を有す る こ とを報告 し て い る．14）

しか し酸化 酵素の
一

種 で あ る 「ム レ 香」 生成酵素 に よ

る i−val 生成能 に つ い て は ， 嫌気的生育株 の RrB23 が

好気的生育株 の RIB40 よ り高 くな る結果が得られ た ．

こ の よ うtlc　A ．　or］zae で は 菌株 の 違 い に よ り i−val 生 成

能 に 差 が 認 め られ た が ，A ，　kawachii，　A．　luchuensisの 焼

酎麹 で は i−val 生成能は ほ と ん ど見 られ ず，黒麹菌 と

黄麹菌では ガーVal 生成 能 が 異なる こ とが 示唆され た．
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Table　6．　 Cornparison　of 　i−Val−f（〕rming 　activity 　and 　other 　enzyme 　activities 　among 　several 　strains ．

Strain
Mycelia
（mg ！g）

AAase
（u ／9）

GAase
（u ／9）

APase
（u19）

ACPase 　　i−Val−forming　activity
（U ／9）　　　　 （ymol ！mg ／d）

A 、erlzae

　 RIB23

　 RIB40

　 R．IB128

　 HO −1

7．727

、928

．789

．OO

9191

，520

　 607

　889

355367283763，0923

，4811

，4072

，713

6，6B77

，4767

，7228

，208

0，0300

．0150
．0270

．018

遼．ん召wa ‘ゐた
’

　 HK −01 3 ．93 70 290 6，055 1，251 0 ．001

A ．luchuensis

　 HL −Ol 3．07 129 452 7，52S 2
，
073 O．OOI

AAase ，α
一amy ユase ；GAase ，　glucoamylase；APase ，

　acid 　protease；ACPase ，　acid 　carboxypeptidase 、

Mycelial　weight 　was 皿 easured 　by　the　N −acetyl 　gulucosamine （NLAcGlcNH2 ）method 　of 　Gomi 　et　al．11）

ゴ・Val　fbrming　activity 　was 　measured 　by　the　HS −GC 　method ．　 Kqfi　of 　each 　strain 　was 　cuIt 三vated 　fbr　45　h　at　350C ．

　2） 製麹時の 経時変化　　A．onyzae 　RIB −128 株を用

い て 製麹 中 に お け る i−va1 生成能，菌体量ならび に 麹

自体 が 生成 し た i・va1 量 の 経 時変化 に つ い て 検 討 し

た．そ の 結果を Fig．4 に 示す．製麹開始 34時間 （仲仕

事〜仕舞仕事）後に ま一Val 生成能が増加 し始 め ，「ム

レ 香 」 生成酵素 は 麹が 生 産す る他 の 酵 素 と同 様，15）菌

体 の 増殖 と連動 して増加す る こ とが明 らか とな っ た ．

また ，麹 自体が生成す る i−val 量 は，　 i−Val 生成能が 増

加 し始 め る34時間 目 に 最大 とな り出麹時 に は ほ とん ど

検出 さ れ な か っ た ．伊藤 は 仲仕 事時 に i−val や i・

butylaldehydeが 多 く放 出され ， こ れ が 「オ ハ グ P 臭」

と して 感 じ られ 杜氏 に よ る製麹作業の 目安 とな っ て い

る こ と を報告 10｝ して お り，今回 の 結果 は 伊藤 の 報告

と一致 し て い る．ま た ，麹 自体が 生成す る i−va1 量 が

最大 に な る 時期 と i・val 生成能が 増加 し始 め る時期が

一致す る こ とよ り，i・val 生成酵素 が 何 らか の 条件 に

よ っ て 誘導され る こ とが 推察 され る が ， 詳細 に つ い て

は 今後 の 検討 が必要で あ る．
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　3） 製麹時 の 通気条件　　製麹中の 通気条件は 重要

な項 目で あ る．東角と佐 々 木は，酸素通気麹 と炭酸 ガ

ス 通 気 麹 で 麹に よ っ て 生産 さ れ る有機酸組成 が 異な る

こ とを 報告 して い る．1fi）伊藤 は，嫌気条件下で の 製麹

に お い て 麹 は ア ル デ ヒ ドを主体 とす る揮発成分を多量

に 放 出す る こ とを報告 し て い る．1°）そ こ で 酸素濃度 を

変えた ，嫌気，好気条件 ｝こ よ る i−val 生 成 能 へ の 影響

に つ い て検討 した ．嫌気，好気条件の 設定に は酸素濃

度が 5％，10％，20％ の 酸素窒素混合 ガ ス を使用 した ．

24時間 目の 切 返 し時 まで は すべ て 酸素濃度20％ の ガ ス

を通気 し，そ の後各条件 の ガ ス に 切 り替え 35°C 一
定

で 45時間製麹を行 っ た ．各条件 に お け る i−val 生 成 能

の 測定結果 を Table　7 に 示 す ．酸素濃度が20％ か ら 5

％へ 低下す る と，i−val 生成能が 約7D％増加 し た ．

　岡崎らは ，製麹に お い て 炭酸 ガ ス 濃度 が 1 ％以上 に

Table　7．　 Effect　of 　oxygen 　suppIy 　on 　i・Val　fo皿 a−

　　tien　during　kOJ
’
i　making ，

2000
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Conditi。 n
＊ Mycelia　density　 i・V 詛一foming 　activity

（02 ：N2）　 　 （mg 〆9）　 　 （μ m ・1！mgld ）

20 ：80alO
：gob5

：95c

6，045

．856

．16

0．0070

，0090
，012

　 　 　 20　　　25　　　30　　　35　　　 40　　　45　　　50

　 　 　 　 　 　 　 　 Tim巳  

Flg．4．　 Changcs   i・Val−forning　activity 　during　kOfi

　　making ．　SymbOls： ○ ，activity ；○ ，mycdia ；△ ，　i・Va1．

　
＊ Atrnospheric　conditions ：

　
邑Gas　phase　of　20％ 02　and 　80％ N2 （0

−45　h）．

　
bGas 　phase　of 　20％ 02　and 　80％ N2 （0

−24　h）and 　then

10％ 02and 　90％ N2 （24−45　h）．

　
cGas 　phase　of20 ％ Q2　and 　80％ N2 （0−24h ）a 且d　then

5％ 02and 　95％ N2 （24−45　h），

　Kvji　was 　prepared 　with ．4．　otyxat 　RJB128 ．
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な る と菌体の 増殖 が い くぶ ん 阻害 され 酵素生産 に も影

響 が あ るが ，17）酸素濃度 は 酵素生産 に 影響ない ls）と報

告 し て い る ．し か し，製麹時 に 嫌気条件 に す る と i・

Val 生成能が 増加す る結果か ら，　 i・val 生成酵素 の 生

産に つ い て は 酸素濃度の影響が強い こ とが示唆され

た ，つ ま り，製麹条件 （通気条件）を管 理 す る こ とに

よ り 「ム レ 香」 の 発生 しに くい 麹製造 の 可能性 が示 さ

れ た．

　今後，i−val 生成能 の 低 い （「ム レ 香 」 の 発 生 しに く

い ）麹 の 育種 や詳細な製麹条件を検討す る予定 で あ る．

要 約

　生 酒 の 劣化 臭 で ある 「ム レ 香」 の 主 体をなすi−valer −

aldehyde （∫
−Va1）を 生成す る酵素 が ， 麹菌由来 で あ る

こ とを 明 らか に した．さ らに 本酵素を約 32倍 ま で 部分

精製 を 行い 性質を 検討 した 結 果 ，新 しい タ イ ブ の ア ル

コ
ール オ キ シ ダーゼ である こ とが示唆され た ，ま た製

麹 に お け る酸素濃度 の 影響を 検討 した結果，嫌気条件

の 方 が 好気条件 よ り麹 の ∫−Val 生成能が高 くな る こ と

を明らか に した．
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